
生涯を完結できる街の
創造に向けて

 

新
年
度
予
算
概
要

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
企
業
部
門
の
好
調
に
よ
る
経

済
成
長
が
持
続
し
て
い
る
も
の
の
、
原
油
価
格
の
高

騰
や
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
に
端

を
発
す
る
金
融
資
本
市
場
の
変
動
な
ど
、
今
後
の
世

界
経
済
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
は「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
2
0
0
7
」

で
、
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
の
実
現
に
向
け
、
基
礎

的
財
政
収
支
の
黒
字
化
や
債
務
残
高
の
引
き
下
げ
な

ど
の
中
長
期
的
な
財
政
健
全
化
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
予
算
編
成
に
お
い
て
徹
底
し
た
歳
出
削
減
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
国
と
地
方
の
税
財
政
改
革
の
論
議

を
見
て
も
、
既
に
進
み
つ
つ
あ
る
国
庫
補
助
・
負
担

金
の
縮
小
・
廃
止
に
伴
う
一
般
財
源
化
、
地
方
交
付

税
の
縮
小
の
ほ
か
、
地
方
間
の
財
政
力
格
差
是
正
と

い
っ
た
動
き
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
本
市
に
と
っ
て

も
将
来
の
不
安
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
が

続
く
地
方
財
政
の
中
に
あ
っ
て
も
、
各
種
財
政
指
標

か
ら
は
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
基
盤

の
整
備
、
空
港
関
連
事
業
の
推
進
、
生
活
環
境
施
設

整
備
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、
市
の
発
展
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
諸
事
業
が
続
い
て
い
る
た
め
、

今
後
も
多
額
の
財
政
措
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
予
算
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
も
、
効
率
的
な
財
政
運
営
と
財
政
の
健
全
性
の

確
保
を
図
り
な
が
ら
、「
住
ん
で
良
し
、働
い
て
良
し
、

訪
れ
て
良
し
の
空
の
港
町
成
田
」　
「
生
涯
を
完
結
で

き
る
街
の
創
造
」に
向
け
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

平成20年度当初予算の概要 ─最少の経費で最大の効果を─

住んで良し、働いて良し、訪れて良しの空の港町成田

平成20年度予算案が3月定例市議会で可決されました。

一般会計は545億円で、前年度（骨格予算）と比較すると、

58億円（11.9％）の増額。また、特別会計は8会計合わせ

て193億3,730万円。水道事業会計は39億8,215万円で、

予算総額は778億1,945万円となり、前年度より13億

5,083万円（1.8%）増額の予算編成となっています。本号

ではその概要をお知らせします。

一般会計

歳入額
545億円

市税
57.2％

民生費
23.1％

国庫支出金
11.3％

総務費
18.8％

諸収入
4.8％

市債
8.5％

衛生費
13.4％

土木費
13.2％

教育費
12.2％

公債費
7.8％

消防費
5.1％

一般会計

歳出額
545億円

分担金及び
負担金3.4％

県支出金
3.1％

商工費
2.8％

農林水産業費2.7％
その他0.9％

地方消費税
交付金3.1％

地方交付税3.0％ 使用料及び手数料1.6％
地方譲与税1.1％

その他2.9％

市民一人当たりに使われるお金
440,753円（一般会計）

民生費…… 101,697円 総務費 … 82,655円

衛生費……… 58,861円 土木費 … 58,161円

教育費……… 53,835円 公債費 … 34,396円

消防費……… 22,644円 商工費 … 12,116円

農林水産業費 … 11,911円 その他 ……4,477円

一般会計当初予算額（545億円）
÷

平成20年1月末日現在人口（123,652人）

平成20年度予算

広報なりた2008.4.15 �



せ
す
る
六
つ
の
基
本
方
向
に
基
づ
き
重
点
施
策
を
推

進
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
個
人
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
の
伸
び
に
よ
り
市
税（
全
体
の
57
・
2
%
）

が
、
3
1
1
億
2
、
7
8
9
万
と
な
り
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
20
億
3
、
1
9
6
万
円
の
増
収
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金（
全
体
の
11
・
3
%
）が
、
61

億
3
、
3
0
9
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
19

億
4
、
5
8
7
万
円
の
増
額
。
市
債（
全
体
の
8
・

5
%
）が
、
45
億
9
、
4
8
0
万
円
で
、
新
清
掃
工

場
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
前
年
度
と
比
較
す
る
と
13

億
3
0
0
万
円
の
増
額
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
前
年
度
比
20
億
6
、

9
8
1
万
円
増
の
1
2
5
億
7
、
5
0
2
万
円

（
23
・
1
%
）で
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
障
が
い
者
施
設
利
用
支
援
事
業
、
保
育
園
整
備
事

業
、
福
祉
手
当
・
見
舞
金
支
給
事
業
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　

2
番
目
は
総
務
費
で
前
年
度
比
2
億
7
、
4
4
4

万
円
減
の
1
0
2
億
2
、
0
4
3
万
円（
18
・
8
%
）

と
な
り
、成
田
新
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
事
業
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
、（
仮
称
）環
境
ホ
ー
ル
整
備

事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

3
番
目
は
衛
生
費
で
前
年
度
比
18
億
1
、
2
1
9

万
円
増
の
72
億
7
、
8
2
7
万
円（
13
・
4
%
）で
新

清
掃
工
場
整
備
事
業
、
い
ず
み
聖
地
公
園
拡
張
整
備

事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

国民健康保険 …………………………………105億0,304万円
　（事業勘定）……………………………………（103億5,041万円）
　 被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際し、必要な保険給

付を行います。
　（施設勘定）  ………………………………………（1億5,263万円）
　 国保大栄診療所において、医療サービス向上を図るため、被保

険者などに対し診療を行います。

下水道事業 …………………………………… 21億7,659万円
　 都市排水施設の整備を行い、市民生活の環境整備を図ることを

目的としています。

公設地方卸売市場 ……………………………… 2億7,211万円
　 青果物、水産物、生鮮食料品などを安定した価格で供給し、市

民生活の向上を図ります。

老人保健 ………………………………………… 7億2,216万円
　 平成20年3月までの老人保健制度加入者の医療給付を行いま

す。

介護保険 ……………………………………… 39億5,653万円
　 被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給付を行います。

農業集落排水事業 ……………………………… 3億6,260万円
　 下総・大栄地区の農業集落に排水施設を整備し、生活環境の改

善を図ります。

後期高齢者医療 ………………………………… 7億5,327万円
　 今年度から後期高齢者医療制度加入者の保険料徴収や保険証引

渡しなどを行います。

簡易水道事業 …………………………………… 5億9,100万円
　 下総・大栄地区に給水する小規模な水道事業です。

会計別予算の内訳

一般会計とは、市の基本的な行政を行うための会計です。

くわしくは8・9ページをご覧ください。

一般会計　545億円特別会計　193億3,730万円
特別会計とは、特定事業を行う場合に一般会計と区分して

経理する必要のあるときに設ける会計をいいます。本市で

は、次の8会計を設けています。

企業会計として「水道事業会計」があります。
水道事業収益（収益的収入） ………………………… 18億1,467万円
水道事業支出（収益的支出） ………………………… 17億5,387万円
資本的収入 …………………………………………… 12億6,957万円
資本的支出 ……………………………………………22億2,828万円

企業（水道事業）会計　39億8,215万円

歳入
市税……………………………………………311億2,789万円

　市税の内訳

　　固定資産税  …………………………… 179億8,657万円

　　個人市民税  ………………………………77億1,575万円

　　法人市民税  ………………………………38億5,520万円

　　市たばこ税  ………………………………12億0,025万円

　　都市計画税  ……………………………… 1億9,582万円

　　その他市税（軽自動車税など）…………… 1億7,430万円

国庫支出金…………………………………… 61億3,309万円

市債…………………………………………… 45億9,480万円

諸収入………………………………………… 26億1,670万円 

分担金及び負担金…………………………… 18億3,572万円

県支出金……………………………………… 17億0,046万円

地方消費税交付金…………………………… 17億0,000万円

地方交付税…………………………………… 16億5,000万円

使用料及び手数料……………………………… 8億8,607万円

地方譲与税……………………………………… 5億8,200万円

その他………………………………………… 16億7,327万円

歳出
民生費…………………………………………125億7,502万円

総務費…………………………………………102億2,043万円

衛生費………………………………………… 72億7,827万円

土木費………………………………………… 71億9,168万円

教育費………………………………………… 66億5,679万円

公債費………………………………………… 42億5,318万円

消防費………………………………………… 27億9,998万円

商工費………………………………………… 14億9,813万円

農林水産業費………………………………… 14億7,287万円

その他…………………………………………… 5億5,365万円

� 広報なりた2008.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



特別支援教育支援員配置事業 ･･････････････････ 2,629万円
　 通常学級に在籍する肢体不自由や発達障がいのある児童生徒

の学校教育活動を支援するため、新たに特別支援教育支援員
を配置します。

国際文化会館大規模改修事業 ･･････････････････ 3,598万円
　 施設の老朽化に伴い、電気・空調などの設備の大規模改修を

行うための実施設計などを行います。
（仮称）大栄野球場整備事業 ･････････････････ 5億5,640万円
　 市民のスポーツ活動の場として、大栄地区に野球場を整備し

ます。
十余三パークゴルフ場管理運営事業 ････････････ 1,392万円
　 市民の健康増進やスポーツ活動の促進を図るため、パークゴ

ルフ場の管理・運営を行います。
（仮称）畑ヶ田多目的スポーツ広場整備事業 ･････････ 987万円
　 多目的スポーツ広場を中心とした施設整備のための基本構

想・基本計画を策定します。
中台運動公園整備事業 ･････････････････････ 1億5,688万円
　 球技場を人工芝に変えることにより、市民の多種競技の利用

に供するとともに、利用率の向上を図ります。
スポーツ広場等整備事業 ･･･････････････････ 1億8,120万円
英語科研究開発事業 ･･･････････････････････ 1億4,784万円

小学校校舎耐震補強事業 ･･･････････････････ 1億7,680万円
中学校屋内運動場耐震補強事業 ････････････････ 1,630万円
中学校大規模改造事業 ････････････････････････ 1,170万円
中学校バリアフリー整備事業 ･･････････････････ 4,500万円
養護補助員配置事業 ･･････････････････････････ 4,478万円

⑤�市民が安全、安心、快適に暮らせ
る生活環境をつくる

新清掃工場整備事業 ･･････････････････････20億4,538万円
　 新たなごみ焼却施設を整備するため、環境影響評価手続きを

進め工事に着手します。
建築物の耐震化促進事業 ･･････････････････････ 1,431万円
　 新たに地震ハザードマップを作成するとともに、住宅耐震診

断などを実施します。
駅前番所事業 ･･･････････････････････････････ 1,083万円
　 市民や駅利用者等の安全確保を図るため、JR成田駅西口に
「駅前番所（愛称：えきばん）」を設置・運営します。

八都県市合同防災訓練事業 ･･････････････････････ 783万円
　 千葉県と共催で、八都県市合同防災訓練・千葉県会場訓練を

本市で開催します。
（仮称）公津分署整備事業 ･･･････････････････ 3億4,942万円
　 公津の杜および周辺地域の常備消防体制の充実強化を図りま

す。
（仮称）久住パークゴルフ場整備事業 ････････････ 1,400万円
　 旧久住中学校移転跡地にパークゴルフ場を整備するための基

本・実施設計を行います。
成田ニュータウン排水区公共下水道事業 ･････････ 1,540万円
　 （仮称）ニュータウン北駅周辺の松崎地区に下水道を整備する

ための実施設計を行います。
市営住宅建替事業 ････････････････････････ 1億4,189万円
　 老朽化した南囲護台団地の建て替えの実施設計を行うととも

に、移転用の加良部仮住宅を建設します。
廃食油回収事業 ･･･････････････････････････････ 207万円
　 リサイクル意識の向上および循環型社会の形成を図るため、

家庭用廃食油の拠点回収を行います。
防災行政無線更新事業 ･･････････････････････････ 977万円

（仮称）環境ホール整備事業 ････････････････････ 7,351万円
いずみ聖地公園拡張整備事業 ･･･････････････ 4億5,825万円
消防車両・装備強化整備事業 ･･････････････････ 4,933万円
準用河川整備事業 ････････････････････････ 1億7,902万円
防犯啓発事業 ･･･････････････････････････････ 2,061万円
地域安全対策事業 ･･･････････････････････････ 1,841万円
航空機騒音地域補助事業 ･･･････････････････ 1億0,577万円
民家防音家屋等維持管理費補助事業 ･････････ 3億1,150万円
生活道路整備事業 ････････････････････････ 8億9,005万円

⑥�市民と行政が協働する効率的な自
治体運営を行う

公津の杜複合施設整備事業 ････････････････････ 3,103万円
　 公津の杜地区に、コミュニティ活動の拠点となる複合施設を

PFI方式により整備するためのアドバイザリー業務委託など
を行います。

地方分権推進事業 ･･････････････････････････････ 18万円
　 市民参加による自治基本条例の制定に向け、意識醸成を図る

ための講演会を開催するとともに体制を整備します。
休日窓口サービス事業 ････････････････････････ 1,200万円
　 第2・第4日曜日に市民課などの窓口を試行開庁し、平日窓口

に来られない市民の利便性やサービス向上を図ります。
自動交付機システム導入事業 ･･････････････････ 2,358万円
　 新たに中央公民館に設置し、住民票・印鑑登録証明書の自動

交付機が3カ所になります。

施設命名権導入事業 ････････････････････････････ 116万円
　 新たな財源の確保に向けて、運動施設や文化施設への施設命

名権の導入を図ります。
行政評価事業 ･････････････････････････････････ 495万円

今年度行う基本方向に基づく    主な事業について紹介します

※平成20年度予算についてくわしくは
　財政課（☎20-1512）へ。

英語教育を推進

自動交付機が市内3カ所に
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平成20年度予算

①�世界との交流拠点として市民が誇
れる都市をつくる

成田新高速鉄道アクセス事業 ･･････････････31億3,361万円
　 平成22年度開業に向け、用地購入や鉄道建設経費に対し補

助します。
（仮称）ニュータウン北駅周辺、湯川線整備事業 ････････ 1億4,250万円
　 成田新高速鉄道の開業に合わせて、新駅の予定地へのアクセ

ス道路などの整備を行います。
表参道整備事業 ･･････････････････････････ 4億5,212万円
　 建物のセットバックにより歩行者空間を確保するなど、表参

道にふさわしい街並みの景観形成を図ります。
コミュニティバス運行事業 ･････････････････ 1億2,496万円
　 新たに北須賀ルートを加え、遠山、大室・小泉、水掛、豊住、

しもふさ循環、津富浦ルートの7ルートを運行します。

指定道路の情報管理事業 ･･････････････････････ 6,500万円
　 建築基準法上の道路種別を判定するため、未判定道路につい

て調査し、指定道路図などを作成します。
鉄道駅バリアフリー化推進事業 ････････････････ 2,747万円
　 バリアフリー化を推進するため、京成公津の杜駅のエレベー

ター整備に対し補助します。
都市再生整備推進事業 ･･････････････････････････ 600万円
　 JR・京成成田駅周辺地区などのまちづくりを推進するため、

都市再生整備計画を策定します。
幹線道路整備事業 ･･･････････････････････12億2,359万円

②�市民がいきいき働く活力ある産業
を育てる

国際性豊かな観光地づくり事業 ････････････････ 1,700万円
　 「観光立市」の実現に向けて観光振興基本計画を改訂するとと

もに、成田山開基1070年祭記念行事実行委員会を支援し観
光振興を図ります。

中小企業資金融資事業 ････････････････････10億4,675万円
　 市内で1年以上継続して同一事業を営んでいる中小企業の資

金調達の円滑化を図ります。
（仮称）下総親水広場整備事業 ･･････････････････ 1,100万円
　 猿山地先に親水広場を整備するための実施設計などを行いま

す。
食と農の共生・対流事業 ･････････････････････････ 66万円
　 新たに農業大使を任命し、都市と農村の交流、講演会の開催

などを行います。
観光循環バス運行事業 ････････････････････････ 1,570万円
観光PR事業 ･･････････････････････････････････ 870万円
観光活性化事業 ･････････････････････････････ 1,518万円
農道整備事業 ････････････････････････････ 1億2,000万円
排水路整備事業 ･･････････････････････････ 2億0,550万円
水田農業構造改革対策事業 ････････････････････ 9,554万円

③�市民一人ひとりの健康で生きがい
を持った生活をささえる

（仮称）中台第二保育園整備事業 ･････････････ 4億9,900万円
　 加良部保育園の老朽化に伴い、新たに定員150人の保育園を

中台地区に建設します。
乳幼児医療費助成事業 ･････････････････････ 2億2,729万円
　 小学校就学前児の健康保険が適用される医療費を助成し、保

護者の負担軽減を図ります。
小学生医療費助成事業 ････････････････････････ 7,742万円
　 新たに小学校1年生から6年生までの児童に対して入通院の

医療費を助成し、保護者の負担軽減を図ります。
精神障害児者福祉手当支給事業 ････････････････ 3,410万円
　 新たに精神障害者保健福祉手帳所持者に対して福祉手当を支

給します。
母子家庭等自立支援事業 ････････････････････････ 161万円
　 母子家庭の母の雇用の安定および就職の促進を図るため、新

たに自立支援給付金を支給します。
生活保護就労支援事業 ･･････････････････････････ 180万円
　 被保護者の自立を促進するため、新たに就労支援相談員を配

置し就労支援の充実を図ります。
中国残留邦人支援事業 ･･････････････････････････ 560万円
　 新たに中国残留邦人に対して支援給付金を支給し、生活の安

定および地域社会における自立の促進を図ります。
こんにちは赤ちゃん事業 ････････････････････････ 365万円
　 新たに生後4カ月までの乳児がいる家庭を訪問し、子育て支

援に関する相談・情報提供および養育環境などの把握や助言
を行います。

健康フロンティアモデル事業 ･････････････････････ 92万円
　 新たにモデル地区を選定し、「特定健康診査」の結果などを基

に市民が自ら健康づくりに取り組めるよう支援します。
妊婦健康診査事業 ･･･････････････････････････ 5,332万円
児童ホーム整備事業 ･･･････････････････････ 1億3,789万円
児童手当支給事業 ････････････････････････ 9億8,402万円

④�市民が地域文化を愛し、次代を担
う心豊かな人材を育む

放課後子ども教室推進事業 ･･････････････････････ 242万円
　 新たに小学生の安全・安心な活動拠点を設け、地域の協力を

得て子どもたちの勉強や交流活動を推進します。
小規模学校支援教員配置事業 ････････････････････ 958万円
　 新たに複式学級が生じる小規模小学校に支援教員を配置し、

学年に応じた学習・生活指導の充実を図ります。
個性を生かす教育推進事業 ･････････････････ 1億5,332万円
　一人ひとりの能力・適正に応じた教育を推進します。

今年度行う基本方向に基づく    主な事業について紹介します

北須賀ルートが加わり、
7ルートになるコミュニ
ティバス

少人数学習推進教員を配置し、
より個に応じた指導を充実
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